
「キリストの再臨」              2019 年 10 月 15 日 

ヨハネの黙示録 22 章 6 節～13 節 そして、天使はわたしにこう言った。「これらの 

言葉は、信頼でき、また真実である。預言者たちの霊感の神、主が、その天使を送って、

すぐにも起こるはずのことを、御自分の僕たちに示されたのである。見よ、わたしはすぐ

に来る。この書物の預言の言葉を守る者は、幸いである。」わたしは、これらのことを聞

き、また見たヨハネである。聞き、また見たとき、わたしは、このことを示してくれた天

使の足もとにひれ伏して、拝もうとした。すると、天使はわたしに言った。「やめよ。わ

たしは、あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、この書物の言葉を守っている人た

ちと共に、仕える者である。神を礼拝せよ。」また、わたしにこう言った。「この書物の

預言の言葉を、秘密にしておいてはいけない。時が迫っているからである。不正を行う者

には、なお不正を行わせ、汚れた者は、なお汚れるままにしておけ。正しい者には、なお

正しいことを行わせ、聖なる者は、なお聖なる者とならせよ。 

見よ、わたしはすぐに来る。わたしは、報いを携えて来て、それぞれの行いに応じて報

いる。わたしはアルファであり、オメガである。最初の者にして、最後の者。初めであり、

終わりである。 

 

天使はヨハネに対し、「これらの言葉は、信頼でき、また真実である。預言者たちの霊 

感の神、主が、その天使を送って、すぐにも起こるはずのことを、御自分の僕たちに示さ

れたのである。見よ、わたしはすぐに来る。この書物の預言の言葉を守る者は、幸いであ

る」と告げた。「預言者たちの霊感の神」即ち、預言者たちに霊によって預言させる神が、

「天使」即ち、霊を伝える者を送って、「直ぐにも起こるはずの」キリストの再臨をキリ

スト者に示した幻は真実である。「見よ、わたしはすぐに来る。」『ヨハネ黙示録』の言

葉を守り、信じた者は、幸いを得る。ヨハネは、天使が見せてくれた幻を見、語った言葉

を聞いた時、畏れと喜びの中で、天使の足元にひれ伏し、拝もうとした。すると天使は、

「やめよ。わたしは、あなたや、あなたの兄弟である預言者たちや、この書物の言葉を守

っている人たちと共に、仕える者である。神を礼拝せよ」と咎めた。天使は、あなたや、

兄弟である預言者たち、また、『ヨハネ黙示録』の言葉を守っている人々と同じ、神に仕

える者である。礼拝は神のみに献げなさい。ひれ伏す方は神、お一人であると諭されたの

である。またヨハネに、「この書物の預言の言葉を、秘密にしておいてはいけない。時が

迫っているからである。不正を行う者には、なお不正を行わせ、汚れた者は、なお汚れる

ままにしておけ。正しい者には、なお正しいことを行わせ、聖なる者は、なお聖なる者と

ならせよ」と言われた。黙示文学では、啓示は一般人には秘められ、封じられたもの（ダ

ニエル書 12：4）であるが、終末は迫っているから、秘密にはせず、伝えなさい。不正な者

たちは自らの罪によって汚れていくが、正しい者、信仰を持つ者は聖なる者とされていく。

人は行いによって、「汚れ」と「聖」に分かたれると言う。 

「見よ、わたしはすぐに来る。」キリストは、一人ひとりの信仰に基づいて、報いを与

えるために、すぐに再臨される。「わたしはアルファであり、オメガである。最初の者に

して、最後の者。初めであり、終わりである。」キリストは、最初に天と地とその中の全

てを創造した、アルファであり、最後に人々を裁き、終わりをもたらす、オメガである。

この日に備えて、今を神への忠誠に生きなさいと勧めている。  


